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昭 和 4 8 年 9 月
昭 和 5 0 年 1 2 月
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環 嶢 贇 源 工 学 会 評 議 員 ( 2 0 0 3 耳 ・ ~ 現 存 )
東 北 十 壌 汚 染 研 究 会 会 長 ( 2 0 船 圷 ~ 現 在 )
資 i 原 ・ 黙 材 学 会 上 填 浄 化 部 門 委 n 会 委 員 長 ( 2 0 0 3 午 ~ 現 在 )
資 源 ・ 斗 誹 イ 学 会 ・ 上 壌 ・ 地 下 水 朽 染 と そ の 修 復 技 材 i に 関 す る 渕 査 研 究 委 員 会 委 貝 長 ( 2 0 0 5 H
~ 弓 詳 励
社 会 に お け る 活 動
新 エ ネ ル ギ ー 財 け 1  繼 所 U 杉 縛 予 測 技 術 , 凋 介 委 員 会 委 員 ( 1 9 8 3 年 ~ 1 9 8 8 年 )
新 エ ネ ル ギ ー 産 業 技 術 総 合 開 発 機 構 地 熱 貯 韶 畑 評 価 千 法 開 発 妥 U 会 委 員  a 9 8 8 圷 ~ 1 9 9 4
年 )
H 本 学 術 会 議 贇 源 川 1 兆 工 学 研 究 迎 絡 委 員 会 委 員 , 幹 、 打 ( 第 1 4 娚 ) ( 1 9 8 8 午 ~ 1 9 9 μ W
宮 城 県 公 害 餅 汽 会 爰 員 ( 1 9 8 9 年 ~ 2 0 0 1 午 )
」 1 業 技 〒 1 4 洗 公 冉 資 源 研 究 所 流 動 研 究 n  ( 1 9 9 1 年 ~ 1 9 9 リ 干 )
口 水 学 中 1 、 1 会 議 贇 源 別 発 工 学 ' 研 究 述 絡 爰 員 会 委 員 ( 第 1 5 刈 D  ( 1 9 9 1 年 ~ 1 9 9 4 圷 )
新 エ ネ ル ギ ー 産 業 技 術 総 合 開 発 機 構 地 熱 開 発 促 逢 訓 杏 委 軸 会 委 員 ( 1 9 兜 卸 ~ 1 9 9 8 年 )
新 エ ネ ル ギ ー 産 業 技 引 " 怠 合 朋 発 機 榊 地 熱 贇 源 開 兆 資 金 偵 務 保 証 技 術 密 杏 委 員 会 委 員  a 9 船
q 、 ~ 1 9 9 9 午 )
新 エ ネ ル キ ー 産 業 技 術 総 介 騰 発 機 桝 地 熱 資 源 開 発 資 余 債 務 保 証 技 術 篤 杏 委 員 会 特 別 部 会 委
H  ( 1 9 船 仟 ~ 1 9 9 9 年 )
令 1 禹 鉱 業 * 業 団 鉱 客 防 止 技 術 開 発 委 員 会 専 門 部 会 ( バ イ オ 利 削 に よ る 坑 廃 水 処 理 研 究 恊 力
削 1 会 ) 委 員  a 船 4 年 ~ 1 9 四 年 )
金 1 再 鉱 業 ψ 業 知 鉱 害 防 止 技 引 . i 剛 允 委 員 会 専 門 部 会 ( 複 数 鉱 { 1 1 坑 廃 水 葉 小 管 理 部 会 ) 委 員
( 1 9 9 4 年 ~ 1 9 9 8 午 )
金 属 鉱 染 一 * 業 け 1  次 Ⅲ . 代 金 } 禹 資 源 生 兇 才 断 心 委 員 会 委 員 ( 1 9 9 5 年 ~ 1 9 9 7 年 )
新 エ ネ ル ギ ー 財 何 1  地 熱 発 電 所 地 域 原 熱 水 世 給 シ ス テ ム 実 施 嗣 査 委 n 会 委 貝 長 ( 1 9 9 6 年 ~
2 0 0 3 年 )
宮 幼 W ' 1 1 留 等 学 校 理 科 教 育 講 座 講 師  a 9 9 6 年 )
山 形 県 藏 王 鉱 山 鉱 害 防 止 検 肘 委 貝 会 委 員 ( 1 9 辨 圷 ~ 1 9 9 9 年 )
石 油 聞 発 環 境 安 全 セ ン タ ー 技 術 剛 元 プ ロ ジ 上 ク ト 評 価 委 員 会 委 貝 長 ( 1 9 9 8 年 ~ 2 0 0 リ 1 二 )
学 術 解 議 会 科 学 研 究 費 分 利 会 審 杏 第 ー イ 彬 会 分 科 細 日 改 正 検 付 委 員 会 工 学 ワ ー キ ン グ グ ル ー
プ 委 員 ( 2 0 0 0 午 ~ 2 0 0 0 年 )
宮 城 県 白 然 瑞 現 保 ? 審 議 会 委 H  ( 2 0 0 0 年 ~ 2 0 0 6 午 )
宮 城 県 内 然 現 " 尭 保 全 井 元 輪 会 i 品 泉 部 会 委 員 ( 2 0 0 0 年 ~ 2 0 0 6 イ 下 )
桐 島 り ル 試 験 研 究 評 仙 1 タ " 祁 ア ド バ イ ザ ー ( 2 0 0 2 年 ~ 2 0 0 4 年 )
' 宮 城 U , ! 環 境 符 議 会 委 員 ( 2 0 0 2 年 ~ 2 0 船 仟 )
宮 城 県 i 品 泉 恊 会 知 談 役 ( 2 0 備 午 ~ 現 在 )
日 木 学 術 会 議 エ ネ ル ギ ー ' 資 源 ] / 1 研 究 述 絡 委 員 会 地 球 ・ 資 源 シ ス テ ム エ 学 専 門 委 員 会 委
典 ( 2 0 0 3 1 1 二 ~ 2 0 0 5 午 )
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昭 和 6 0 年 度 利 ' 学 研 究 費 補 助 金 ( ・ 一 般 研 究 ( C ) ) 研 究 成 果 報 告 書 「 フ ロ ス 層 に
お け る 液 体 お よ び 固 体 の 挙 動 」
千 田 佶 , 1 9 8 6 年 3 月 , 東 北 大 学 工 学 部
昭 和 6 2 年 皮 科 . 学 研 究 費 補 助 金 ( 試 験 研 究 ( 2 ) ) 研 究 成 果 報 告 書 「 適 応 制 御 に よ
る 浮 選 プ ロ セ ス の 制 御 」
千 田 佶 ・ 酒 井 昇 . ・ 新 堀 雛 一 , 1 9 器 年 3 貝 , 東 北 大 学 工 学 部
旭 硝 子 工 業 技 術 奨 励 会 研 究 報 告 「 多 孔 質 体 に お け る 二 相 流 れ 一 水 ・ 水 蒸 気 流
れ に 及 ぼ す 相 変 化 の 影 紳 」
千 田 佶 ・ 新 堀 雄 ・ ー , 1 9 8 8 午 1 1 月 , 財 団 法 人 旭 硝 子 工 業 技 術 奨 励 会
昭 和 6 3 年 度 科 学 研 究 費 補 助 釡 ( 一 般 研 究 ( C ) ) 研 究 成 果 帳 告 書 「 地 熱 水 の 見
掛 け 年 度 に 及 ぽ す 重 合 シ リ カ の 影 粋 ー ス ケ ー ル 成 因 に 関 す る 基 礎 的 研 究 」
千 田 佶 ・ 新 堀 雄 一 , 1 9 8 9 年 3 月 , 東 北 大 学 工 学 部
資 源 開 発 関 連 学 科 実 態 調 査
石 井 吉 徳 , 千 田 佶 ら , 1 9 9 1 年 7 月 , 第 N 期 資 源 開 発 工 学 研 究 連 絡 委 員 会
日 本 鉱 業 振 興 会 研 究 助 成 に よ る 研 究 成 果 報 告 「 令 属 鉱 業 へ の 微 生 物 機 能 の 活
用 に 関 す る 研 究 」
千 田 佶 , 1 9 9 1 年 1 1 月 . 日 本 鉱 業 振 興 会
次 世 代 化 学 プ ラ ン ト に 関 す る 調 査 研 究 ( 平 成 3 年 度 )
梅 田 富 雄 ・ 荒 井 康 全 ・ 高 松 武 一 郎 ・ 千 田 佶 ら , 1 9 兜 年 2 月 . 化 学 工 学 会 研
究 部 門 委 員 会 プ ロ セ ス エ ン ジ ニ ア リ ン グ 特 別 研 究 会
平 成 3 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 一 般 研 究 ( C ) ) 研 究 成 果 報 告 書 「 酸 性 雨 P H 範
囲 に お け る 方 解 石 の 溶 解 に 関 す る 速 度 論 n 師 升 究 」
千 田 佶 ・ 新 堀 雄 一 , 1 9 9 2 年 3 月 , 東 北 大 学 工 学 部
日 本 鉱 業 振 興 会 研 究 助 成 に よ る 研 究 成 果 報 告 「 金 属 鉱 業 へ の 微 生 物 機 能 の 活
用 に 関 す る 研 究 」
千 田 佶 , 1 9 兜 年 Ⅱ 月 , 日 本 鉱 業 振 興 会
次 世 代 化 学 プ ラ ン ト に 関 す る 調 査 研 究 ( 平 成 4 年 度 )
梅 田 富 雄 ・ 千 田 佶 ら , 1 9 船 年 4 月 , 化 学 工 学 会 研 究 部 門 委 員 会 プ ロ セ ス エ
ン ジ ニ ア リ ン グ 特 別 研 究 会
次 世 代 化 学 プ ラ ン ト に 関 す る 調 査 研 究 ( 平 成 5 年 度 )
梅 田 富 雄 ・ 高 松 武 一 ・ 郎 ・ 千 田 佶 ら , 1 9 9 4 年 4 月 . 化 学 工 学 会 研 究 部 門 委 員






















































平 成 9 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 国 際 学 術 研 究 ( 共 同 研 究 ) ) 研 究 成 果 報 告 書
「 微 生 物 を 利 用 し た 石 油 の 増 回 収 に 関 す る 共 同 研 究 」
千 田 佶 ・ 榎 本 兵 治 ・ 井 上 千 弘 ・ 木 下 腔 ・ 須 鷹 孝 一 ・ 劉 躍 宗 ・ 周 受
超 ・ 洪 承 燮 ・ 季 華 生 ・ 梁 春 秀 ・ 崔 吉 , 1 9 9 8 年 3  打 , 東 北 大 学 大 学 院 工
学 研 究 利
平 成 9 年 度 民 間 と の 共 同 研 究 報 告 書 「 鉄 粉 に よ る 有 機 ハ ロ ゲ ン 化 合 物 の 嫌 気
的 分 解 に 関 す る 研 究 」
千 田 佶 ・ 井 上 千 弘 ・ 須 藤 孝 ・ ・ ・ 白 鳥 寿 一 ・ 伊 藤 裕 行 、  1 9 9 8 年 3 月 . 東 北 大
学 大 学 院 工 学 研 究 利
日 本 鉱 業 振 興 会 研 究 助 成 に よ る 研 究 成 果 蝦 告 「 次 世 代 金 属 粘 錬 技 術 と し て の
微 生 物 反 応 に 関 す る 研 究 」
千 田 佶 , 1 9 9 8 年 Ⅱ 月 , 日 本 鉱 業 振 興 会
平 成 1 0 年 度 科 学 研 究 讐 補 助 金 ( 某 盤 研 究 恨 X 2 ) ) 研 究 成 果 報 告 書 「 石 油 増 回
収 の た め の 油 層 内 微 生 物 増 殖 法 の 確 立 」
千 田 佶 ・ 新 堀 雄 一 ・ 須 藤 孝 一 , 1 9 9 9 午 3 月 , 東 北 大 学 大 学 院 、 C 学 研 究 利
平 成 1 0 年 度 民 問 と の 共 同 研 究 報 告 書 「 鉄 粉 に よ る 有 機 ハ ロ ゲ ン 化 合 物 の 嫌 気
的 分 解 に 関 す る 研 究 」
千 田 佶 ・ 井 上 千 弘 ・ 須 藤 孝 一 ・ ・ 白 鳥 寿 一 ・ 伊 藤 裕 行 , 1 9 9 9 年 3 月 , 東 北 大
学 大 学 院 工 学 研 究 科
日 本 鉱 業 振 興 会 研 究 助 成 に よ る 研 究 成 果 帳 告 「 次 世 代 金 属 精 錬 技 術 と し て の
微 生 物 反 応 に 関 す る 研 究 」
千 田 佶 , 1 9 9 9 年 U 月 . 日 本 鉱 業 振 興 会
平 成 1 3 年 度 地 域 ニ ン ソ ー シ ャ ム 研 究 開 発 事 業 成 果 報 告 書 「 複 合 微 生 物 活 用 型
士 壌 ・ 地 下 水 汚 染 高 効 率 浄 化 技 術 の 開 発 」
駒 井 武 ・ 横 堀 加 奈 里 ・ 川 辺 能 成 ・ 鴻 野 乳 一 ・ 千 田 佶 ・ 井 上 千 弘 ・ 須 藤 孝 ・ ・
高 橋 清 二 ・ 猪 狩 正 利 ・ 原 口 真 ・ 前 沢 重 成 , 2 0 0 3 年 3 月 , 産 業 技 袮 絲 怠 合 研 究 所
日 本 鉱 樂 振 興 会 研 究 助 成 に よ る 研 究 成 果 報 告 吻 厶 業 技 術 を 活 用 し た 地 球 に 優
し い 環 境 浄 化 技 術 に 関 す る 研 究 」
千 田 佶 , 2 0 0 0 年 1 1 月 , 日 本 鉱 業 振 興 会
平 成 1 2 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 基 盤 研 究 田 ) ( 2 ) ) 研 究 成 果 報 告 書 「 微 生 物 を





























































水 素 ガ ス に よ る へ マ タ イ ト 粉 砕 粒 子 の 還 元 反 応 に っ い て 一 水 蒸 気 分 圧 の 影 粋 一
千 田 佶 ・ 井 出 光 夫 ・ 只 木 槙 力 ・ 前 田 四 郎 , 化 学 上 学 ,  V 0 1 3 6 ,  N O . 8 , 8 9 6 ・
9 船 , ( 1 9 7 2 )
水 素 ガ ス に よ る へ マ タ イ ト の 還 元 反 応 速 度 に 及 ぼ す 焼 成 の 影 響
下 田 佶 . 只 木 禎 力 ・ 前 田 四 郎 , 化 学 工 学 .  V 0 1 3 6 .  N O . 9 , 1 0 3 1 - 1 0 3 3  a 9 7 2 )
R e d u c t i o n  o f  即 ' o u n d  h e m a l i t e  w i t h  h y d r o g e n  g a s :  E 仟 e c t s  o f  p a l ' t i d e  p r e s s u r e
O f w a t e r
T . c h i d a ,  M . 1 d e , T . T a d a l d  a n d  s . M a e d a , 1 n t e r n a t i o n a l  c h e m i c a l  E n g i n e e r i n g ,
V 0 1 1 3 ,  N O . 2 , 3 5 5 3 6 2  ( 1 9 7 3 )
水 素 ガ ス に よ る マ グ ネ タ イ ト の 還 元 反 応 に つ い て
千 田 佶 . 只 木 禎 力 ・ 前 田 四 郎 , 化 学 工 学 .  V 0 1 3 8 ,  N O . 8 , 駆 8 - 5 9 3  ( 1 9 7 4 )
水 素 ガ ス に よ る 多 孔 質 酸 化 鉄 の 還 元 反 応
下 田 佶 . 只 木 槙 力 , 化 学 1 学 .  V 0 1 . 3 8 、  N O . 1 0 、  7 5 8 - 7 5 9  ( 1 9 7 4 )
拡 散 力 程 式 の 差 分 形 に 関 す る 一 老 察
泊 M 各 信 次 ・ 千 田 佶 ・ 只 木 禎 力 . 化 学 工 学 論 文 朱 ,  V 0 1 . 2 ,  N O . 4 , 4 2 8 - 4 2 9 ,
a 9 7 6 )
I q n e t i c s  o f  H y d r o g e l 〕  R e d u d i o n  o f N i c k e l s u l n d e
T . c h i d a  a n d  J . D . F o r d ,  c a n a d i a n  J 0 山 ' n a l  o f  c h e m i c a l  E n g i n e e r l n g ,  V 0 1 . 5 5 ,
N O . 6 , 3 1 3 3 1 6  a 9 7 フ )
矩 形 ダ ク ト g X か ら の 物 質 移 動 に 及 ぼ す グ ラ ス ホ フ 数 の 影 料
米 本 年 邦 ・ 千 田 佶 ・ 高 橋 信 次 ・ 只 木 禎 力 , 化 学 工 学 論 文 集 .  V 0 1 . 3 ,  N O . 5 ,
4 2 9 - 4 3 4  ( 1 9 7 フ )
M o d i f i e d  s l r u c t u r a l  M o d e l  f o r  s o l i d ・ c o n s u m i n g  R e a c t i o n  -  A  c a s e  o f  s l a b ・
I i l く e  T a b l e t  -
T . c h i d a  a n d  T . T a d a l d ,  J .  c h e m .  E n g .  J a p a n ,  V 0 1 . 1 1 ,  N O . 5 , 3 7 1 3 7 6  a 9 7 8 )
E 丘 e c t s  o f  G I ' a s h o f  n u m l 〕 e r  o n  t h e  r a l e  o f  l n a s S  1 1 ' a n s f e r  f r o m  1 1 〕 e  w a 1 1  0 f  a
r e c t a n g u l a r  d u c t
T . Y o n e m o t o , T 、 c h l d a , S . T a k a h a s h i  a n d  T . T a d a l d , 1 n t e r n a l i o n a l  c h e l n i c a l
E n g i n e e r i n g ,  V 0 1 . 1 9 ,  N O . 1 , 1 5 9 - 1 6 5  ( 1 9 7 9 )
撹 枠 液 自 由 表 面 か ら の ガ ス 吸 収 一 過 渡 状 態 を 者 慮 し た 表 面 更 新 説 に よ る 解 析 一
山 田 一 二 三 ・ 千 田 佶 ・ 高 橋 信 次 ・ 只 木 禎 力 , 化 学 工 学 論 文 集 ,  V 0 1 . 5 ,  N O . 1 ,











13 Math臼naticalAnalysis ofKinetics ofsolid・consuming Readion
T.chida and T.TadaldJ. chem. Eng. Japan, VO].12, N03,220-224 a979)
上iquid phase velocity in A 5.5M Diameter Bubble column
E.Kojima, H.ueno, Ysato, T.chida, H.1mai, K.Endo,1.1noue, J.Kobayashi,
H.Kaji, H.Nalくanishi and K.Yamalnoto, J. chem. Eng. Japan, V01.13, NO.1,16-21
a98の
Solid concentration Dependence of Reaction Rate for volume Reaclion Model
in Fluidsolid Reactions
T.chida and T.Tadaki, J. chem. Eng. Japan, V0113, NO.5,410-411 a98の
非触媒気固系反応で用いられる種々の速度表現式の比較
千田佶・只木禎力,化学工学論文集, V01.6, NO.6,4鮖・500 (1980)
亜硫酸アンモニウム水溶液によるマンガンのジュ・ルの浸出反応および速度
千田佶・奥1協昭嗣,日本化学会i志, V01.1980, NO.8,1230-1242 (1980)
気休固体反応における有効拡散係数の近似評価
千田佶・只木枝力,化学工学論文集, V01.フ, NO.2,203-206 (1981)
水素と一酸化炭素の混合ガスによる金属酸化物の還元反応の近似解析
千田估・酒井昇・只木禎力,鉄と鋼, V01.67, NO.9.79-84 (1981)
E丘ed ofsintering on t11e Reaction Rale ln a Gas・solid Reaction systeln
Nsakai, T.chida and T.Tadald, J. chen〕. Eng. Japan, V01.14, NO.6,450-455
a98D
Ihe Reaction order ofs0Ⅱd concenlralion forvolume Reaction Model
Nsakai,1.chida and T.Tadaki, J. chem. Eng. Japan, V01.15, N03,235-237
a982)
Comparison ofrate expressions for noncatalytic, gas'solid reactions




















水 素 と ・ 一 酸 イ 山 炭 素 の 混 合 ガ ス に よ る 金 属 酸 化 物 の 還 元 に 及 ぼ す 水 件 ガ ス 変 性
反 応 の 影 粋
下 田 佶 . 鉄 と 鋼 .  V 0 1 , 6 9 ,  N O . 1 6 , 2 0 8 4 - 2 0 8 6  ( 1 9 8 3 )
二 次 元 お よ び 三 次 元 ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル に よ る 岩 石 の 孔 隙 椎 造 の 表 現 と 孔 隙
分 布 の 推 算
千 田 佶 ・ 酒 井 昇 ' ・ 只 木 禎 力 ・ 下 飯 坂 潤 三 . 臼 本 鉱 業 会 誌 ,  V 0 1 . 1 0 0 ,  N O . 2 .
6 1 - 6 6  ( 1 9 8 4 )
マ ン ガ ン ノ ジ ュ ー ル の 塩 酸 浸 出 反 応 速 度
酒 井 昇 ・ 庄 司 弥 生 ・ 浅 田 達 夫 ・ 千 田 估 ・ 下 飯 坂 潤 三 、 資 源 と 素 材 ,
V 0 1 . 1 0 0 .  N O . 2 . 9 1 - 9 6  a 9 8 4 )
多 孔 質 体 内 の 毛 細 管 力 に よ る 液 休 浸 出 挙 動 の 基 礎 的 研 究 一 三 次 元 ネ ッ ト ワ ー
ク モ デ ル に よ る 解 析 一
千 田 佶 ・ 酒 井 昇 ・ 田 中 正 三 , 石 浜 ] 技 術 協 会 誌 ,  V 0 1 . 4 9 ,  N O . 4 , 2 0 7 - 2 1 1
( 1 9 8 4 )
地 熱 貯 留 層 内 の 流 れ 及 び 伝 熱 に 及 ぼ す 浸 透 率 分 布 の 影 欝
辛 斤 堀 雄 ・ ・ ・ ・ 千 田 佶 ・ 田 中 正 三 , 日 本 地 熱 学 会 誌 ,  V 0 1 . 6 ,  N O . 4 . 2 6 3 - 2 7 フ
( 1 9 8 4 )
ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル に よ る 浸 透 率 の 推 算 値 と 実 測 値 の 比 岐
千 田 佶 ・ 田 中 正 三 . 石 油 技 術 ! 窃 会 誌 ,  V 0 1 . 5 0 ,  N O . 2 , 1 0 9 - 1 1 3 ( 1 9 8 5 )
三 次 元 ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル に よ る 孔 隙 構 造 の 表 現 な ら び に 浸 透 率 の 評 価
千 田 佶 ・ 田 中 桂 ・ 田 中 正 三 , 石 油 技 術 協 会 ; 志 ,  V 0 1 . 5 0 ,  N O . 3 , 1 7 9 - 1 8 4
( 1 9 8 5 )
K i n e t l c s  o f  c a r b o n  D e p o s i t i o n  o n  N i c k e l  M e t a l  b y  D e c o l n p o s i l i o n  o f  c a r b o n
M o n o x i d e
N . s a l く a i ,  T . c h i d a ,  T . T a d a l く i  a n d  ] s h i m o i i z a k a ,  J .  c h e m .  E n g .  J a p a n ,  V 0 1 . 1 8 ,
N 0 3 , 1 9 9 - 2 0 4  a 9 8 5 )
N n e Ⅱ C s  o f M a n g a n e s e  N o d u l e s  R a c h i n g w i t h  H y d r o c h l o r i c A c i d
N s a k a i , T . c h i d a  a n d  J s h i m o i i z a k a , M a t a 1 1 U r g i c a l  R e v i e w  o f  M M I J ,  V 0 1 . 2 ,  N 0 2 ,
5 2 - 6 3  a 9 8 5 )
み か け の 浸 透 率 の 算 定 法 及 び そ の 地 熱 貯 留 層 モ デ ル へ の 適 用
新 堀 雄 ・ ・ ・ 千 田 佶 ・ 田 中 正 三 , 日 本 地 熱 学 会 1 志 ,  V 0 1 ' フ ,  N O . 4 , 3 4 5 3 5 8




































榎本兵治・洪承燮・田中正三・千田佶, fi油技術恊公誌, V01.52, NO.5,
381.391 (1987)
E丘ects ofphase・change on water・steam Flow lhrough a porous Medium
Y.NⅡbori,Y.ogiwara and T.C11ida, Journal ofthe Geolhen〕〕al Research society













多 孔 質 ニ ッ ケ ル ペ レ ッ ト 内 に お け る 一 酸 化 炭 素 か ら の 炭 素 析 出 反 応 に つ い て
酒 井 昇 ・ 千 田 佶 ・ 只 オ く 禎 力 , 化 学 下 学 論 文 集 .  V 0 1 . 1 3 、  N O . 6 , 8 1 8 - 8 2 4
a 9 8 7 )
第 _ 二 鉄 イ オ ン に よ る 黄 鉄 鉱 の 溶 解 速 度 に 及 ぼ す 溶 存 酸 素 の 影 饗
酒 井 昇 ・ 池 田 雅 大 ・ 鴻 巣 彬 ・ 千 田 佶 、 資 源 と 素 材 ,  V 0 1 . 1 0 4 ,  N O . 5 ,
3 船 、 3 0 7  ( 1 9 8 8 )
炭 素 析 出 を 伴 う C 0 ガ ス に よ る 酸 化 ニ ッ ケ ル の 還 元 反 応 に つ い て
酒 井 昇 . ・ 千 剛 佶 ・ 只 木 禎 力 , 化 学 下 学 論 文 集 .  V 0 1 . 1 4 ,  N O . 3 , 3 6 8 3 7 3
( 1 9 8 8 )
火 攻 法 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 ( 第 1 〒 脚 一 基 準 と し た 状 態 に お け る シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン 結 果 と 火 功 法 の 排 油 挙 動 に つ い て ー
榎 本 兵 治 ・ 洪 承 燮 ・ 田 中 正 三 ・ 千 田 佶 , 石 油 技 術 恊 会 誌 ,  V 0 1 . 5 3 ,  N O . 3 .
2 3 0 - 2 3 5  ( 1 9 8 8 )
三 の 集 積 培 養 菌 に よ る 銅 粘 鉱 か ら の 黄 銅 鉱 ま た は 黄 鉄 鉱 の 選 択 的 浸 出 実 験^ 闇
鴻 巣 彬 ・ 千 田 佶 ・ 酒 井 昇 ・ 白 鳥 契 子 ・ ・ ・ 井 _ ヒ 千 弘 ・ 下 飯 坂 潤 三 . 資 源 と
系 材 ,  V 0 1 . 1 0 4 ,  N O . 1 1 , 7 8 9 - 7 9 4  ( 1 9 8 8 )
多 孔 質 ニ ッ ケ ル ペ レ ッ ト 内 に お け る H 2 ・ C 0 混 合 ガ ス か ら の 炭 素 析 出 反 応 に つ
い て
酒 井 昇 ・ 千 田 佶 ・ 只 木 禎 力 , 化 学 工 学 i 兪 文 集 .  V 0 1 . 1 4 .  N O . 5 , 6 3 7 - 6 4 4
( 1 9 8 8 )
E f f e c t s  o f H e a 1 1 r a n s f e r  o n  w a t e r ・ s t e a m  F l o w  t h r o u g h  a  p 0 1 ' O U S  M e ( 1 i u m
Y . N i i b o r i  a n d  T . c h i d a ,  p r o c e e d i n g s  o f  l n t 剖 ' n a l i o n a l  s y m p o s i 山 n  o n
G e o l h e n n a l E n e r g y , 1 9 8 8 , 5 7 2 - 5 7 5  a 9 8 8 )
R e d u c t i o n  o f N i c k e l o x i d e  p e Ⅱ e t  b y  a  H 2 ・ C O  M i X 加 r e  A c c o m p a n i e d  b y  c a r b o n
D e p o s i l i o n
N o b 0 地  S A I く A I , T a d a s h i  c H I D A  a n d  T e i r i k i  T A D A K I ,  J .  c h e m .  E n g .  J a p a n ,
V 0 1 . 2 2 ,  N O . 2 , 1 4 3 - 1 4 9  ( 1 9 8 9 )
火 攻 法 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 ( 第 2 幸 田 一 初 期 の 水 飽 和 率 , 絶 対 浸 透 率 ,
孔 隙 率 並 び に 油 層 厚 さ の 影 料 に つ い て ー
榎 本 兵 治 ・ 洪 承 燮 ・ 田 中 正 三 ・ 千 田 佶 , 石 油 技 術 恊 会 誌 ,  V 0 1 . 5 4 ,  N 0 3 ,









54 GraphitizaⅡon of carabonaceous Materialin sedimentaly and Metalnorphic
ROCIくS during Metamorphism







56 Eslimation o{ Apparent Relalive permeabilitics c0ⅡSidered Distribulion of
Sa1山'aⅡon
Yuidli NⅡBORl and Tadashi cHIDA, Journal of11〕e Geolhermal ResearC11
Sodety ouapan, V01.11, NO.4,251-268 a989)
AI)plicaⅡon ofBEM to underground lhermalstructure Analysis
Yuichi NnBORl and Tadasl〕i cHIDA, Distributed parametel' systems





























石 炭 地 下 ガ ス 化 に よ る 水 素 製 造 に 関 す る 基 礎 研 究
沽 田 佳 美 ・ 上 屋 範 芳 ・ 榎 木 兵 治 ・ 千 田 佶 . 資 源 ・ 索 材 学 会 i 志 .  V 0 1 . 1 0 6 ,
N O . 1 2 . 7 3 1 - 7 3 6 ( 1 9 9 0 )
後 退 式 地 下 燃 焼 採 油 法 の 採 収 率 改 善 の た め の 触 媒 利 用
竹 田 正 俊 ・ 榎 本 兵 治 ・ 千 田 佶 , 素 材 4 勿 性 学 消 薪 志 ,  V 0 1 . 3 ,  N O . 2 . & 1 8 ( 1 四 0 )
断 製 型 地 熱 貯 留 層 に お け る ト レ ー サ ー 応 答 解 析
小 倉 π 零 明 ・ 辛 斤 1 屈 雄 一 ・ 千 田 佶 , 日 本 地 熱 学 会 誌 .  V 0 1 . 1 3 .  N O . 2 , 9 5 - 1 備
( 1 9 9 D
音 清 刷 津 致 " 1 い 岩 体 中 の グ ラ フ ァ イ ト の 成 因
士 屋 範 芳 ・ 鈴 木 舜 一 ・ 千 田 佶 , 岩 石 鉱 物 鉱 床 学 会 誌 ,  V 0 1 . 8 6 、  N O . 6 , 2 6 4 ・
2 7 2  ( 1 鱒 D
E 丘 e c t s  o f  H e a t  T 捻 n s f e r  o n  w a t e r ・ s t e a m  F I O W  A c c o m p a n i e d  b y  B 0 Ⅱ i n g  i n  a
P o r o u s  M e d i u m
Y u i c h i  N n B O R l  a n d  T a d a s h i  c H I D A ,  J o u r n a l  o f t h e  G e o t h e n n a l  R e s e m ' c h
S o c i e t y  o u a p a n ,  V 0 1 . 1 3 ,  N 0 3 , 1 5 7 - 1 6 6  a 9 9 D
硫 黄 酸 化 細 菌 と 原 生 動 物 と の 相 互 関 係 の ・ 一 吉 察 一 長 期 問 回 分 集 積 培 養 を 行 っ
た あ る 微 生 物 群 の 挙 動 一
須 藤 孝 一 ・ 新 堀 雄 一 ・ 鴻 巣 彬 ・ 千 田 佶 , 資 源 と 素 材 .  V 0 1 . 1 0 7 ,  N O . 1 1 , 7 8 9 ・
7 9 4  ( 1 9 9 1 )
各 種 火 攻 法 の 特 徴 一 油 層 内 挙 動 と 採 収 率
榎 本 兵 治 ・ 千 田 佶 , 石 油 技 術 恊 会 誌 .  V 0 1 . 5 6 ,  N O . 6 、  5 0 7 ・ 5 1 6 ( 1 9 9 1 )
ソ 述 材 バ ー ク の 有 効 利 用 を 目 的 と し た 活 性 炭 の 製 造
熊 本 進 誠 ・ 高 橋 芳 恵 ・ 小 松 和 史 ・ 野 田 良 男 ・ 石 橋 一 ・ ニ ・ 千 田 佶 , 資 源 と 素
材 ,  V 0 1 . 1 0 7 ,  N O . 1 3 , 9 8 3 - 9 8 7 ( 1 9 9 1 )
学 習 型 フ ァ ジ イ 制 御 シ ス テ ム に よ る P H 制 御
小 キ 木 雄 介 ・ 判 i 堀 雄 ・ ・ 一 千 田 佶 , 資 源 と 素 材 ,  V 0 1 . 1 0 8 ,  N O . 1 , フ - 1 2 ( 1 9 9 2 )
塩 素 系 溶 剤 に 汚 染 さ れ た 士 壌 の 回 復 方 法
熊 本 進 誠 ・ 三 谷 孝 司 ・ 石 橋 ー ニ ・ 千 田 佶 , 北 海 道 応 用 地 学 合 同 研 究 会 論 文
















木、F 睦・榎本兵治・鴻巣彬・千田佶,石油技術協会誌, V01.57, NO.2,
133-141 (1992)
Fundamenta] study on Tracer Response Analysis for walersteam FIOW
Accolnpanied by Boiling iⅡ a porous Medium
Yuichi NnBORI, Akira KOUNosu and Tadashi cHIDA, JOUI'nι11 0f lhe







Rate Expression of change in vitrinite Reaectance during carbonization
Noriyosl〕i TSUCI]iya, Hirohisa Kajiyama and Tadashi chida, proceedings of





PH・controlby sel{・organizlng Fuzzy controlsystem
Y.NⅡbori,Y.Kobayashi and T.chida, MetaⅡUrgical Review of MMU, V01.9,
NO.2,1834 a992)
Increase of oilRecovely by Modi丘ed ln・situ combustion Methods
H.Enolnoto and T.chida,1ntel'nationa] Journal of Material Engineering and













多 孔 質 体 内 水 一 水 蒸 気 三 キ 瞬 充 に お け る 物 質 移 動 の モ デ ル 化
新 堀 雄 一 . 千 田 佶 . シ ミ ュ レ ー シ ョ ン テ ク ノ ロ ジ ー コ ン フ ァ レ ン ス 論 文 集 ,
V 0 1 . 1 2 . 9 5 - 9 8 a 9 9 3 )
P r o d u c t i o n  o f A d i v a t e d  c a r b o n  f o r  u t i l i z a t i o n  o f B a r k  F r o m  u s s R w o o d
S h i n s e i  K u m a m o t o ,  K a s t u j i l s h i b a s h i  a n d  T a d a s h i  c h i d a ,  p r o c e e d i n g s  o f  t h e
3 r d  l u M R s  l n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  A d v a n c e d  M a t e r i a l s ,  K ・ 4 7  a 9 9 3 )
リ ン 酸 を 1 舌 性 化 剤 と す る バ ー ク か ら の 1 舌 性 炭
熊 本 進 誠 ・ 高 橋 芳 恵 ・ 石 橋 ・ ー ニ ・ 千 田 佶 . 資 1 原 と 素 材 ,  V 0 1 . 1 0 9 ,  N O . H ,
9 0 3 - 9 0 8  ( 1 9 9 3 )
A  M o d e l  o f  L o c a l  D i s t r i b u t i o n  o f  s a t u r a t i o n  i n  a  F r a c t u r e d  上 a y e r ,  a n d  l t s
A I ) p l i c a t i o n
Y u i c h i  N 1 1 B O R l  a n d  T a d a s h i  c H I D A ,  p r o c e e d i n g s  o f  s l a n f o r d  G e o t h e r m a l
R e s e l T o i r  E n g i n e e r i n g w o r 1 鵜 h o p , 1 9 , 9 1 - 9 8  a 9 9 4 )
石 油 の 増 回 収 を 目 的 と し た 炭 化 水 素 利 用 菌 の 集 祐 培 養 に 関 す る 研 究 ( 第 3 報 )
一 酢 母 エ キ ス 添 加 の 影 粋 一
木 下 睦 . 榎 本 兵 治 ・ 千 田 佶 , 石 粧 1 技 術 恊 会 誌 ,  V 0 1 . 5 9 ,  N O . 2 , 1 7 4 - 1 7 9
( 1 9 9 4 )
石 油 の 増 回 収 を 目 的 と し た 炭 化 水 索 利 用 菌 の 集 積 培 養 に 関 す る 研 究 ( 第 4 張 )
- 2 F , N W 8 9 侃 菌 株 の 利 用 に 関 す る 研 究 ・
木 下 睦 ・ 榎 本 兵 治 ・ 下 田 佶 , 石 油 技 術 1 窃 会 誌 , 5 9 , 2 , 1 8 0 ・ 1 8 6 a 9 9 4 )
T h e  u s e  o f  s t a n d n r d  D e v i a l i o n  a n d  s k e w n e s s  f o r  E s t i m a t i n g  A p p a r e n t
P e n n e a b i l i t y  i n  a l w o ・ d i l n e n s i o n a l ,  H e t e r o g e n e o u s  M e d i u m
Y u i c h i  N n B O R l  a n d  T a d a s h l  c H I D A ,  T r a n s p o r t  i n  p o r o u s  M e d i a ,  V 0 1 . 1 5 ,
N O . 1 , 1 - 1 4  ( 1 9 9 4 )
熱 移 動 を 伴 う 垂 直 二 次 元 多 孔 質 体 に お け る ト レ ー サ ー 応 答 一 そ の 室 内 実 験 と
数 値 モ デ ル と の 比 峻
新 吋 泓 准 一 . 洪 承 燮 ・ 千 田 佶 , 地 下 水 学 会 誌 .  V 0 1 3 6 ,  N O . 2 , 1 2 3 - 1 3 2 ( 1 船 4 )
バ ー ク 廃 棄 物 か ら の 高 性 能 1 舌 性 炭 の 製 造
熊 本 進 誠 . 高 橋 芳 恵 ・ 山 田 勝 利 ・ 石 橋 ー ニ ・ 千 田 佶 , 資 源 と 索 材 ,  V 0 1 . 1 1 0 ,
N O . 6 , 4 4 9 - 4 5 4 ( 1 9 9 4 )
i 凧 式 製 錬 工 程 に お け る 微 生 物 的 鉄 酸 化 法 に 及 ぼ す 各 種 イ オ ン の 影 響










93 A Numerical Model of Mass Transfa'in water・steam Flow through a porous
Medium
Yuichi NnBORl and Tadashi cHIDA, Extended Abstracts of Third world






Identi行Cation of Geolhermal Reservoir Analyzing lracer Responses using the
TWO・Fractured・LayerModel
Yuichi NnBON, HiroaRi oGURA and Tadashi cHIDA, Geothenηics, V01.24,
NO.1,49-60 a995)
Eslimation of heat discharge rate at lhe penneable surface of a geothennal
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Coupled bminar Hea11ransfer and sublimation Mass Transferin a Duct
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酒 井 昇 ・ 千 田 佶 ・ 只 木 禎 力 , 化 学 工 学 恊 会 宇 都 宮 大 会 , 1 9 8 1 年 7 月 、 宇 都 宮
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セ ル フ チ ュ ー ニ ン グ レ ギ ュ レ ー タ ー に よ る P H 伶 嚇 卸 に つ い て
河 村 哲 哉 . 泗 井 昇 , 千 田 佶 , 日 本 鉱 業 会 東 北 支 割 如 召 和 6 0 年 度 秋 季 大 会 ,
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Applicalion ofBEM to under即'ound lhennalstructure Analysis
Yuichi NⅡBORl and Tadashi cHIDA, Distribuled parameter systems
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Rate Expression of change in vitrinite Reflectance during carbonization




















Produdion ofAdivated carbon for utⅡIzalion ofBark From ussRwood
Shinsei Kumamoto, Kastujilshibashi and Tadashi chida,3rd luMRS
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火 攻 法 に お け る 油 の 改 質 と 流 動 性 に 関 す る 基 礎 研 究
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帯 水 層 へ の ト レ ー サ ー の 注 人 法 の 検 討
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萩 原 進 ・ ・ ・ ・ 新 堀 雄 ・ ー ・ 、 下 田 佶 , 日 本 地 熱 学 会 平 成 6 年 度 学 袮 玲 補 寅 会 , 1 9 9 4 年













Estimation of heat discharge rate at the penneable S山'face of a geothel'mal
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固 体 存 在 下 に お け る 鉄 酸 化 細 菌 の 酸 化 挙 動
川 辺 能 成 ・ 新 堀 雄 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 8 年 度 春 季
大 会 , 1 9 9 6 午  3 月 , 東 京
微 生 物 E O R の フ ィ ー ル ド テ ス ト の た め の 室 内 実 験
池 田 修 一 郎 ・  L i a n g c h u n  x i u  ・ 榎 本 兵 治 ・ 千 田 佶 ・ 米 林 英 治 , 石 油 技 術 協
会 平 成 8 年 度 春 季 講 演 会 , 1 9 9 6 年 6 月 , 秋 田
M E O R に お け る 栄 養 源 の 注 入 法 に つ い て の 検 討
来 耐 屈 雄 一 ・  Y a n  G U O  Y a n g  ・ 千 田 佶 , 石 油 技 術 協 会 平 成 8 年 度 春 季 講 演 会 ,
1 9 9 6 年 6 月 , 秋 田
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F u j i n a w a , w o r k s h o p  o f l h e  l n t e r n a t i o n a l E n e r g y A g e n c y , 1 9 9 6 年 9 月 ,  s y d n e y
鉄 酸 化 細 菌 の 酸 化 挙 動 に 及 ぼ す 不 活 性 固 体 添 加 の 影 粋
川 辺 能 成 ・ 須 藤 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 平 成 8 年 度 資 源 ・ 素 材 関 係 学 恊
会 合 同 秋 季 大 会 , 1 9 9 6 年 1 0 月 , 仙 台
M E O R に お け る 栄 養 塩 と バ ク テ リ ア の 移 動 現 象 に つ い て の 検 討
楊 延 国 ・ 新 堀 雄 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 平 成 8 午 度 資 源 ・ 素 材 関 係 学 協 会
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地 球 工 学 へ の 微 生 物 工 学 的 ア プ ロ ー チ
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不 飽 和 流 に お け る 拡 散 係 数 お よ び 物 質 移 動 速 度 の 評 価
芳 賀 大 輔 . 新 堀 雄 一 ・ 千 田 佶 , 日 本 地 熱 学 会 平 成 8 年 度 学 術 講 演 会 . 1 9 9 6
年 1 2 月 , 束 京
空 闇 的 な 浸 透 性 の 分 布 を 考 慮 し た 物 質 移 動 の 評 価
新 堀 雄 一 ・ 杤 山 修 ・ 千 田 佶 , 日 本 原 子 力 学 会 東 北 支 部 平 成 8 年 度 研 究 交
流 会 , 1 9 9 6 年 1 2 月 , 仙 台
地 下 お け る 浸 透 性 の は ' ら つ き と 物 質 移 動 と の 関 係
新 堀 雄 一 . 杤 山 修 ・ 千 田 佶 , 日 本 原 子 力 学 会 平 成 9 年 度 春 の 年 会 , 1 9 9 7 年
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Pro{ozoa in an Enrichment cult山'e ofsulfur・oxidazing Bacteria




















ゼ オ ラ イ ト 含 有 モ ル タ ル 内 に お け る 水 蒸 気 の 移 動
須 藤 孝 一 . 三 品 和 彦 ・ 新 堀 雄 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 . 資 源 ・ 素 材 学 会 東 北
支 部 平 成 9 年 度 秋 雫 大 会 , 1 9 9 7 年 1 0 月 , 秋 田
低 酸 素 分 圧 下 で 石 油 を 分 解 す る 微 生 物 の 探 索
山 本 裕 子 . 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 石 油 学 会 餅 兇 7 回 石 油 ・ 石 油 化 学 討 論 会 ,
1 9 9 7 年 1 1 月 , 岡 山
鉄 粉 に よ る 塩 素 系 有 機 化 合 物 汚 染 の 分 解 浄 化
伊 藤 裕 行 . 白 鳥 寿 一 ・ 三 ツ 谷 俊 介 ・ 下 田 佶 . 第 3 2 回 日 本 水 環 境 学 会 年 会 ,
1 9 9 8 午  3 月 , 千 葉
鉄 粉 に よ る ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 分 解 条 件 の 検 討
三 ツ 谷 俊 介 ・ 伊 藤 裕 行 ・ 井 上 千 弘 ・ 下 田 佶 , 第 3 2 回 日 本 水 環 境 学 会 年 会 ,
1 9 9 8 年 3 月 , 千 葉
高 P H 領 域 に お け る 非 晶 質 シ リ カ の 溶 解 速 度
新 堀 雄 一 . 國 田 正 久 ・ 杤 1 」 _ 1  修 ・ 千 田 佶 , 日 本 原 子 力 学 会 平 成 1 0 年 度 春 の
年 会 . 1 9 9 8 年 3 月 , 大 阪
k p t o s p i r i Ⅱ U m f e r r o o x i d a n S  に よ る 黄 鉄 鉱 の バ イ オ リ ー チ ン グ
松 本 要 . 須 藤 孝 ・ ー ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 1 0 年 度 春 季
大 会 , 1 9 9 8 年 3 月 , 東 京
塩 素 イ オ ン 存 在 下 に お い て 珪 藻 士 が 鉄 酸 化 細 菌 に 及 ぼ す 効 果
川 辺 能 成 . 須 藤 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 1 0 年 度 春 季
大 会 , 1 9 9 8 年 3 月 , 東 京
メ タ ン ガ ス を 用 い た 鉄 表 面 へ の 気 相 成 長 炭 素 の 生 成 条 件
吉 崎 政 幸 . 須 藤 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 1 0 午 度 春 季
大 会 , 1 9 9 8 年 3 月 , 東 京
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T i a g o
M E O R に お け る 微 生 物 及 び 栄 養 堪 の 移 動 に 及 ぼ す 浸 透 率 分 布 の 影 鷲
暢 延 国 . 新 堀 雄 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 石 油 技 術 恊 会 平 成 1 0 年 度 春 季 講




















































微 生 物 E O R に お け る 地 下 環 境 へ の 適 用 を 吉 慮 し た 微 牛 物 競 合 性 試 験
浅 渉 " 専 基 ・ 前 角 繁 之 ・ 田 1 _ 1  充 ・ 張 淑 涛 ・ 大 野 健 一 . ・ j 藤 原 和 弘 ' 田 中 信 治 '
米 林 英 治 . 下 Ⅷ 佶 ・ 洪 承 燮 ・ 榎 本 兵 治 , 石 抽 学 会 第 2 8 回 石 油 ・ 石 油 化 学
討 諭 会  1 9 9 8 / 1 V 1 7  仙 台
F 玲 H 法 を 用 い た 油 層 圧 入 微 生 物 の 迅 速 な 挙 動 鯛 析 法 の 開 発
田 中 信 治 司 黍 原 和 弘 ・ 大 塚 牧 子 ・ 米 林 英 治 ・ 前 角 繁 之 ・ 浅 海 博 基 ' 田 口
充 . ヲ 尉 叔 涛 . 大 野 健 丁 二 ・ 千 田 佶 ・ 洪 承 燮 ・ 榎 本 兵 治 , 石 油 学 会 第 2 8 回 石
油 ・ 石 油 化 学 討 論 会  1 9 9 8 / 1 y 1 7  仙 台
鉄 粉 に よ る ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 分 解 生 成 物 の 評 価
三 ツ 谷 俊 介 ・ 伊 藤 裕 行 ・ 井 上 千 弘 ・ 下 田 佶 . 第 3 3 回 日 本 水 環 境 学 会 年 会 ,
1 9 9 9 年 3 月 , 仙 台
鉄 粉 に よ る 塩 索 系 有 機 化 合 物 汚 染 ナ 壌 の i n ・ s i t U 処 理 に 関 す る ア プ ロ ー チ
伊 藤 裕 行 . 友 口 勝 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 第 3 3 回 日 本 水 環 境 ¥ 会 年 会 .
1 9 9 9 年 3 月 , 仙 台
集 積 培 養 に お け る 鉄 酸 化 細 菌 と 菌 類 と の 共 生 関 係
横 田 敦 . 須 藤 孝 一 ・ ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 業 材 学 会 平 成 Ⅱ 年 度 春 季
大 会 , 1 9 9 9 年 3 月 , 東 京
鉄 酸 化 細 菌 に 及 ぼ す 固 体 物 質 の 影 轡
川 辺 能 成 . 須 藤 孝 ・ ・ ' ・ 井  1 二 下 弘 ・ 下 田 佶 , 資 源 ・ 秦 材 学 会 平 成 1 1 年 度 春 雫
大 会 , 1 9 9 9 年 3 月 , 東 京
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多 孔 質 体 内 に お け る バ ク テ リ ア 増 殖 挙 動 の 不 均 一 性
楊 延 国 . 新 堀 雄 ・ ・ ・ ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 ・ 野 村 聡 . 石 油 技 袮 汁 窃 会 Ψ 成 Ⅱ
年 度 春 季 詠 打 寅 会 , 1 9 9 9 午 5 月 . 千 菜
ポ リ マ ー 牛 産 菌 を 用 い た M E O R フ ィ ー ル ド テ ス ト の た め の 油 層 内 培 養 に 関 す
る 研 究
菅 井 裕 一 . 木 下 睦 . 洪 承 燮 ・ 榎 本 兵 治 ・ 下 田 佶 ・ 前 角 繁 之 、 石 油 1 支 術
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珪 藻 士 存 在 下 に お け る 鉄 酸 化 細 菌 の 反 応 速 度 式
川 辺 能 成 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 1 2 年 度 春 季 大 会 , 2 0 0 0 年
1 8 6
鉄 酸 化 細 菌 に よ る 溶 液 中 の 第 一 鉄 イ オ ン の 酸 化 と 増 殖 挙 動 に 文 1 し て 酸 素 濃 度
が 及 ぼ す 影 粋
斎 廉 淳 志 ・ 須 藤 寺 ト 、 ・ 井 ト . 千 弘 ・ 千 田 佶 . 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 1 2 午 度 春 本
大 会 , 2 0 0 0 午  3 月 . 千 葉
硫 紕 鉐 愉 去 を 含 有 す る 銅 精 鉱 の バ イ オ リ ー チ ン グ
寺 嶋 光 春 ・ 須 藤 * ー ・ ・ 井 上 千 弘 ・ 竹 島 聰 之 ・ 下 田 佶 . 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成
1 2 午 度 春 季 大 会 , 2 0 0 0 年 3 月 . 千 葉
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数 値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 微 生 物 注 入 法 に つ い て の 吉 察
楊 延 国 ・ 新 堀 雄 一 ・ 井 上 下 弘 ・ ・ 下 田 佶 , 石 油 技 術 恊 会 平 成 1 2 年 度 春 季 講
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塩 化 物 イ オ ン 存 在 下 に お け る 第 一 鉄 イ オ ン の 微 生 物 に よ る 酸 化
川 辺 能 成 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 ・ 坂 木 宏 , 第 8 回 資 源 環 境 連 合 部 会 研 究 発
表 会 ( 工 業 技 術 院 ・ 秋 田 県 ) , 2 0 0 0 年 6 月 . 秋 田
I n v e s t i g a t i o n  o f l h e  G I ' O W 1 1 1 0 f  B a d e r i a  i n  p o r o u s  M a l e r i a l s
Y a n 、 G O U  Y a n g ,  c h i h i r o  l n o u e ,  Y u i c h i  N i i b o r i ,  T a d a s h i  c h i d a ,  F i f t h
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水 溶 竹 ポ リ マ ー 化 産 細 菌 に よ る 石 油 増 進 回 収 に お け る 油 層 内 挙 動 と 石 油 増 進
回 収 機 構 の 検 討
壱 井 裕 一 ・ 洪 承 燮 ・ 榎 本 兵 治 ・ 千 田 佶 , 石 油 技 術 恊 会 平 成 1 3 年 度 春 季 講
演 会 , 2 0 0 1 年 5 月 . 千 葉
P H イ メ ー ジ ン グ を 用 い た 士 壊 中 の 物 質 移 動 評 価 法 に 関 す る 研 究
野 村 聡 ・ 楊 延 国 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 . 第 6 2 回 分 析 化 学 討 論 会 , 2 0 0 1 年
6 月 , 杉 財 ミ
k p t o s p i r 辺 U m f e r r o o x i d a 船 の  F e 2 、 酸 化 速 度 に 及 ぼ す 鉄 イ オ ン 濃 度 の 影 糾
須 j 藤 孝 一 ・ 八 巻 昌 宏 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 平 成 1 3 午 度 日 本 生 物 工 学 会 大 会 ,
2 0 0 1 年 9 月 , 甲 府
地 熱 発 電 所 に 棲 息 、 す る 微 生 物 の 硫 化 水 素 酸 化 能 力 評 価
久 保 田 尚 子 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 ・ 矢 野 篤 男 ・ 工 1 冬 矯 志 , 資 源 ・ 素 材 関 係 学
恊 会 合 同 秋 季 大 会 . 2 0 0 1 年 9  珂 , 札 幌
銀 イ オ ン に よ る 黄 鉄 鉱 浸 出 の 抑 制
安 藤 史 識 ・ 須 藤 孝 一 ・ 井 上 下 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 関 係 学 協 会 合 同 秋 季
大 会 , 2 0 0 1 年 9 月 , 札 幌
鉄 酸 化 細 菌 の 銀 イ オ ン 耐 性
下 引 地 大 介 ・ 須 藤 孝 ・ ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 関 係 学 協 会 合 同 秋
季 大 会 , 2 0 0 1 年 9 月 , 札 幌
R o l e  o f f u n g H n  a n  e n r i c h m e n t  c u l t u r e  o f i r o n ・ o x i d i z i n g  b a c t e r i a
K o i c l 〕 i  s u t o ,  s e o n g  J i n  J o e ,  A t s u s h i  Y 0 1 Φ t a ,  c h i 1 1 i r o  l n o u e  a n d  T a d a s h i  c h i d a ,
A s i a n w a t e r q u a 1 2 0 0 1 , 2 0 0 1 年 9 月 ,  F U I く U o k a
D e c h l o r i n a t i o n  r e a c t i o n  o f  t r i c h l o r o e t h y l e n e  ( T C E )  l v i t l 〕  m e t a Ⅱ i c
I r o n
P o w d e r
T a k a y u k i  o o s h i t a ,  H i r o y u l d  l t o ,  c h i h h ' o  l n o u e  a n d  T a d a s l 〕 i  c h i d a ,  A s i a n
W a t e r q u a 1 2 0 0 1 , 2 0 0 1 年 9 月 ,  F u k u o k a
B i o l e a c h i n g  o f a n h s e n i c ・ b e a r i n g  c o p p e r  c o n c e n t r a t e
C h i h i r o  l n o u e ,  K o i c h i  s u t o ,  M i t s u h a r u  T e r a s h i m a ,  T o s h i y u I く i  T a k e s h i m a  a n d
T a d a s h i  c h i d a ,  B i o h y d r o m e t a 1 1 U r g y :  F u n d a m e n t a l s ,  T e c h n 0 1 0 g y  a n d
S u s t a i n a b l e  D e v e l o p m e n t , 2 0 0 1  午  9 月 ,  o u r o  p r e t o ,  B r a Z Ⅱ
充 填 層 に お け る 微 生 物 の 増 舶 お よ び 移 動
下 村 大 輔 ・ 須 藤 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 下 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 1 4 午 度 春 季




















































充 填 層 に お け る 微 生 物 移 動 に 及 ぼ す 粒 子 径 の 影 智
下 木 1 大 愉 ・ 須 膝 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 春 季 大 会 . 2 0 船
午 3 月 , 東 京
A d d i l h i o b a C Ⅱ I u s f e r r o o x i d a 船 の 鉄 酸 化 活 糾 t に 及 ぼ す 銀 イ オ ン の 影 粋
下 引 地 大 介 ・ 須 藤 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 下 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 春 季 大 会 ,
2 0 0 3 年 3 月 , 東 京
透 過 反 応 壁 ( P 郎 ) の 浄 化 に 関 す る 基 礎 的 研 究
日 野 茂 雄 ・ 伊 藤 裕 行 ・ 上 田 尋 卜 須 藤 亨 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 第 9 回 地
下 水 ・ 士 壌 汚 染 と そ の 防 止 対 策 に 関 す る 研 究 集 会 , 2 0 0 3 年 6 月 . つ く ば
植 物 に 吸 収 さ れ た 重 金 属 類 の サ ブ ミ リ P Ⅸ E カ メ ラ に よ る マ ッ ピ ン グ
渡 辺 亮 栄 ・ 原  t 字 子 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 ・  T S . ア マ ル タ イ バ ン ・ 松 山 茂 男 ・
山 ψ 齡 告 道 ・ 石 井 慶 造 , 第 2 0 回 H X E  シ ン ポ ジ ウ ム . 2 0 0 3 年 9 月 , 高 知
ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン と 硫 化 鉱 物 と の 相 互 関 係
資 源 ・ 素 材 関 係 学 協 会 合 同 秋 季 大 会 , 2 0 0 3 年 9 打 , 宇 部
地 鬮 環 境 に お け る 岩 石 ・ 上 壌 と 流 休 の 反 応 一 移 動 プ ロ セ ス の 元 素 選 択 性
原 淳 子 ・ 士 屋 範 芳 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 関 係 学 協 会 合 同 秋 季 大 会 , 2 0 船
年 9 月 . 宇 部
硫 酸 還 兀 菌 に よ る ポ リ 硫 化 物 か ら 硫 化 水 素 へ の 還 元
局 橋 唯 ・ 須 鰹 ギ ー ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 関 係 学 恊 会 合 同 耿 季
大 会 , 2 0 船 午 9 月 , 宇 部
微 生 物 に よ る  C 0 2 か ら の  C H 4 生 成
今 チ 村 建 太 ・ 須 修 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 東 北 支 音 肝 火 季 大
2 0 0 3 年 1 1 月 , 仙 台
ノ △ 、
ニ エ 耳 ,
中 空 糸 気 掖 接 触 器 を 用 い た 炭 酸 ガ ス 除 去 技 術
擇 原 大 道 ・ 井 上 千 引 、 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 東 北 支 割 汗 火 季 大 会 , 2 0 船
1 1 . 2 5 , 仙 台
流 体 一 岩 石 反 応 プ ロ セ ス の T ・ P ・ H 連 成 モ デ ル に よ る 岩 石 及 び 士 壌 変 質 の シ ミ ュ
レ ・ ー シ ョ ン
原 淳 子 ・ 士 屋 範 芳 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 春 季 大 会 . 2 ω 4 3 . 2 9 . 東 京
非 線 形 吸 着 特 性 と 遅 延 係 数 の 関 連
























































中 空 糸 気 液 接 触 器 を 用 い た C 0 2 除 去 技 術
擇 原 大 道 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 関 係 学 恊 会 合 同 秋 季 大 会 , 2 0 0 4
作 9  " . 盛 岡
地 熱 発 電 所 に お け る 硫 黄 ス ケ ー ル 生 成 に 関 ・ 与 す る 微 生 物 の 同 定
鈴 木 明 宣 ・ 井 上 千 弘 ・ 須 藤 孝 ・ ・ 千 田 佶 , 花 田 智 . 日 本 生 物 工 学 会 大 会 .
2 0 0 4 午  9 月 , 名 古 屋
地 熱 発 電 所 に 牛 息 す る 硫 黄 酸 化 細 菌 の 硫 化 水 素 酸 化 経 路
井 上 千 弘 ・ 鈴 木 明 宜 ・ 原 淳 ・ f ・ 須 藤 孝 一 ・ 千 田 佶 , 日 本 地 熱 学 会 平 成 1 2
年 度 学 術 講 演 会 , 2 0 0 4 年 1 2 月 , つ く ば
シ ュ ウ 酸 と 鉄 イ オ ン を 用 い た ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン の 光 分 解
晴 山 渉 ・ 原 淳 子 ・ 須 藤 孝 一 ・ 井 ヒ 千 弘 ・ 千 田 佶 ・ 中 澤 廣 , 第 3 9 回 日 本
水 環 境 学 会 年 会 , 2 0 備 年 3 河 , 千 菜
非 線 形 吸 着 を 老 慮 し た 朽 染 物 質 の 移 動
上 田 泰 . 原 淳 子 ・ 須 簾 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 索 材 学 会 平 成
1 7 年 度 春 季 大 会 , 2 0 0 5 年 3 月 . 東 京
鉄 基 質 集 稙 培 養 か ら の 従 属 栄 養 性 鉄 酸 化 細 菌 の 単 離
趙 成 珍 ・ 須 肱 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 1 7 年 度 春 季
大 会 , 2 0 0 5 年 3 月 , 東 京
亜 硫 酸 イ オ ン に よ る 鉄 粉 の ト リ ケ ロ ロ エ チ レ ン 脱 塩 促 進 効 果
原 淳 子 ・ 須 藤 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 ・ 伊 藤 裕 行 , 資 源 ・ 案 材 学 会 平 成
1 7 年 度 春 季 大 会 , 2 0 0 5 年 3 月 , 東 京
油 朽 染 上 壌 に 生 息 す る 微 生 物 に 及 ぼ す 生 石 灰 混 合 処 理 の 影 轡
平 川 貴 也 ・ 須 藤 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 ・ 中 川 勇 樹 ・ 橋 本 久 儀 , 石 油 技 術
恊 会 春 季 大 会 , 2 0 0 5 年 6 月 , 東 京
硫 化 鉱 物 に よ る 有 機 塩 索 化 合 物 の 脱 塩 作 用
原 淳 子 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 ・ 伊 j 藤 裕 行 , 第 Ⅱ 回 地 下 水 ・ 士 壌 汚 染 と そ の
防 止 剣 策 に 関 す る 研 究 集 会 、  2 0 0 5 年 6 月 . 市 川
多 孔 質 体 中 に お け る 微 生 物 の 移 動 と 増 殖 と の 関 係
須 藤 孝 ・ ・ ' . 下 村 大 輔 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 第 1 1 回 地 下 水 ・ 士 壌 汚 染 と そ の












































F e 2 、 集 祐 培 養 菌 に よ る 酸 化 反 応 の 速 度 式 一 菌 数 を 計 測 し な い 求 め 方 一
鴻 巣 彬 ・ 下 田 ( 古 , 資 源 ・ 砕 誹 オ , 9 0  ( つ く ば ) , 1 9 9 0 午 1 0 1 ] , つ く ば
気 相 か ら の 炭 素 継 蜂 Ⅱ の 成 長
士 屋 範 芳 ・ 千 田 佶 . 資 源 ・ 素 材 9 1  ( 盛 1 岡 ) , 1 9 9 1 仟 、 1 0 月 , 盛 岡
名 秘 火 攻 法 の 特 徴 一 油 層 内 挙 動 と 採 集 率




I n c r e a s e  o f  0 Ⅱ  R e c o v a y  b y  M o d i 丘 e d  l n ・ s i l u  c o m l ) u s l i o n  M e t h o d s
H . E n o m o t o a n d T . c h l d a , 1 C M R , 9 1 、  1 9 9 1 午 1 1 月 , 1 火 田
石 油 開 発 に お け る バ ク テ リ ア の 利 用
榎 本 兵 治 ・ 千 田 佶 , 共  7 R 燮 , 資 源 ・ 累 材 , 9 3  ( 盛 陥 D , 1 9 9 3 年 1 0 月 , 盛 岡
微 生 物 処 理 の 資 源 り サ イ ク リ ン グ へ の 応 用
千 田 佶 , 日 本 学 術 会 議 資 源 開 発 上 学 研 連 シ ン ポ ジ ウ ム 「 分 離 技 術 の 最 近 の
進 歩 と そ の 資 源 り サ イ ク リ ン グ へ の 応 用 」 , 1 9 9 4 年 4 月 , 東 京
T h i o b a c i Ⅱ U s f e r l ・ o o x i d a n S  お よ び T . 1 1 1 i o o x i d a n S  の 集 利 寸 音 1 安 に お け る 挙 列 J
須 藤 ギ ・ ー ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 , 9 4  ( 大 阪 ) , 1 9 9 4 年 1 0 月 , 大 阪
集 積 培 養 に よ る 鉄 お よ び 硫 黄 酸 化 細 菌 の 酸 化 挙 動
千 Ⅲ 佶 , 素 材 工 学 研 究 所 特 定 テ ー マ シ ン ポ ジ ウ ム ( テ ー マ ・ 粉 休 系 材 の 機
能 と 再 生 . ) , 1 9 9 4 年 1 1 月 . 仙 台
石 抽 開 発 へ の バ ク テ リ ア の 利 用
千 田 佶 , 化 学 下 学 会 プ ロ セ ス エ ン ジ ニ ア リ ン グ 特 別 研 究 会 , 1 9 9 5 年 5 月 . 千 桑
微 生 物 を 利 用 し た 採 油 増 進 技 術 に 関 す る 研 究
米 林 英 治 ・ 大 野 健 二 ・ 千 田 佶 ・ 榎 本 兵 治 ・ 洪 承 燮 , 資 源 ・ 素 材 9 6 ( 仙 台 ) ,
1 9 9 6 年 1 0 月 . 仙 台
バ イ オ リ ー チ ン グ に 有 用 な 造 伝 子 の 探 索
井 上 イ ぢ ム ・ 下 田 佶 . 資 源 ・ 素 材 9 6  q 山 台 ) , 1 9 9 6 年 1 0 月 、 仙 台
地 F 水 流 動 と 高 レ ベ ル 放 射 忙 廃 棄 物 の 処 分 に つ い て
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士 壌 汚 染 と そ の 修 復
千 田 佶 , 資 源 ・ 索 材 学 会 東 北 支 部 春 季 大 会 特 別 i 愉 寅 会 , 2 0 0 3 年 6 月 , 仙 台
士 壌 . 地 下 水 汚 染 修 復
千 田 佶 , J S T 社 会 技 術 プ ロ ジ ェ ク ト 「 循 環 型 社 会 に お け る 問 題 物 質 群 の 環
境 対 応 処 理 技 術 と 社 会 的 解 決 」 及 び ( 財 ) 生 産 技 術 研 究 奨 励 会 特 別 研 究 会  f 水
と 生 態 間 の 問 題 物 質 の 循 環 、 1  合 同 勉 強 会 , 2 0 0 3 年 8 月 , 東 京
士 壌 中 に お け る 水 銀 の 形 態
井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 平 成 1 5 年 度 資 源 ・ 素 材 関 係 学 恊 会 合 同 秋 季 大 会 , 2 0 船
年 9 月 , 宇 部
士 壌 汚 染 浄 化 技 術 の 現 状 と 将 来
千 田 佶 , 第 1 9 回 環 境 工 学 連 合 講 演 会 , 2 0 0 4 年 1 月 , 束 京
士 壌 汚 染 と そ の 修 復 技 術
千 田 佶 , 第 1 3 回 環 境 フ ロ ン テ イ ア 研 究 会 , 2 0 0 4 年 2 月 , 八 戸
士 壌 ・ 地 下 水 汚 染 問 題 の 現 状 と 課 題
千 田 佶 , ( ネ ■ 日 本 技 術 士 会 東 北 支 部 応 用 理 学 部 会 第 2 回 研 修 会 . 獄 X H ・ ・ 乍 2 月 , 仙 台
汚 染 士 壌 浄 化 技 術 の 概 要







Ⅵ . 解 説 ・ 評 論 等 ( 新 聞 ・ 広 報 誌 等 で の 解 説 記 事 , 事 典 の 執 筆 等 )
1 . 酸 化 鉄 還 元 時 に お け る ウ ィ ス カ ー ( ひ げ 1 佶 晶 ) 成 長
千 田 佶 , 化 学 工 学 ,  V 0 1 . 3 9 ,  N O . 1 0 , 5 5 6 - 5 5 6 ( 1 9 7 5 )
2 . 非 触 媒 気 固 反 応 に お け る 触 媒
千 田 佶 . 化 学 工 学 論 文 集 ,  V 0 1 . 4 1 ,  N O . 1 . 脇 ・ 5 3 ( 1 9 7 フ )
3 . 地 熱 貯 留 層 に お け る ト レ ー サ ー 応 答 解 析
千 田 佶 ・ 新 堀 雄 一 , 地 熱 エ ネ ル ギ ー ,  V 0 1 . 1 1 ,  N O . 2 , 1 4 6 1 5 7 ( 1 9 8 6 )
4 . 炭 素 析 出 を と も な う  H 2 ・ C 0 混 合 ガ ス に よ る 酸 化 ニ ッ ケ ル の 還 元 反 応 に 関 す る
反 応 工 学 的 研 究
酒 井 昇 ・ 千 田 佶 ・ 只 木 禎 力 , 日 本 学 術 振 興 会 製 銑 第 5 4 委 員 会 第 1 3 3 回 研 究












































海 洋 油 汚 染 の 微 生 物 処 理 そ の 3
千 田 佶 ・ 井 上 千 弘 , 石 油 技 袮 什 窃 会 誌 .  V 0 1 . 6 3 ,  N O . 6 , 5 4 7 - 5 5 0 a 9 9 8 )
海 洋 油 汚 染 の 微 生 物 処 理 そ の 4
千 田 佶 ・ 井 上 千 弘 , 石 油 技 袮 汁 窃 会 誌 ,  V 0 1 . 6 4 .  N O . 2 , 1 9 2 - 1 9 5 ( 1 9 9 9 )
地 下 資 源 開 発 と 微 生 物 利 用 一 微 生 物 攻 法 を 中 心 と し て ー
千 田 佶 , 東 北 地 方 バ イ オ イ ン ダ ス ト リ ー 振 興 会 議 会 帳 ( T O B I N ) .  V 0 1 . 1 8 ,
3 2 - 3 6  ( 1 9 9 9 )
微 生 物 を 利 用 し た 新 し い 石 油 採 掘 法
千 田 佶 , バ イ オ サ イ エ ン ス と バ イ オ イ ン ダ ス ト リ ー ( バ イ オ イ ン ダ ス ト リ ー 恊
会 ) ,  V 0 1 . 5 8 ,  N O . 6 , 4 0 1 - 4 0 4 ( 2 0 0 0 )
ト レ ー サ ー 試 験 で 何 カ リ ) か る ?
千 田 佶 ・ 芳 賀 大 輔 . 地 熱 エ ネ ル ギ ー ( 新 エ ネ ル ギ ー 財 団 ) ,  V 0 1 . 2 6 .  N O . 1 ,
4 - 1 3  ( 2 0 0 1 )
地 熱 発 電 と 微 生 物
千 田 佶 , 東 北 地 域 バ イ オ イ ン ダ ス ト リ ー 振 興 会 議 会 祁 ( T O B I N ) ,  V 0 1 . 1 9 ,
N O . 1 4 , 1 2 - 1 4  ( 2 0 0 1 )
土 壌 . 地 下 水 汚 染 修 復
千 田 佶 , 翠 ξ 奔 ,  V 0 1 , 1 6 , 2 4 - 2 8  ( 2 0 0 2 )
環 境 り ス ク の 評 価 と 管 理 の 今 後
千 田 佶 ・ 井 上 千 弘 . 特 殊 鋼 ( ( 社 ) 特 殊 針 Ⅲ 具 沖 結 の ,  V 0 1 . 5 3 ,  N O . 5 , 5 - 8 ( 2 0 0 4 )
有 機 塩 素 化 合 物 に よ る 士 壌 汚 染 と そ の 浄 化 技 術
井 上 千 弘 ・ 内 鳥 寺 一 ・ 千 田 佶 , り サ イ ク ル 設 計 と 分 際 畔 吉 製 技 術 ,  V 0 1 . 9 , 5 0 5 7
( 2 ( X X )
微 生 物 を 利 用 し て 有 用 資 源 を 回 収 す る 「 バ イ オ リ ー チ ン グ 」
千 田 佶 ,  O H M  ( ( 株 ) オ ー ム 社 ) ,  V 0 1 9 2 ,  N 0 4 , 4 - 5  ( 2 0 0 5 )
士 壌 汚 染 浄 化 技 術 の 現 状 と 将 来

































10. Greetings aS旺 2000,23 Aug.2000, sendai,Japan)










会 長 挨 拶
千 田 佶 . 東 北 士 壌 汚 染 研 究 会 ホ ー ム ペ ー ジ , 2 0 0 4 年 5 月
開 会 挨 拶
千 田 佶 , 東 北 上 壌 汚 染 研 究 会 第 3 回 講 演 会 「 士 壌 問 題 解 決 へ の ア プ ロ ー チ 」
講 演 要 旨 集 , 2 0 0 5 年 1 0 月
1 4
